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論　　文　　の　　要　　旨
　丹参はシソ科の櫃物SαZ肋〃肋鮒肋αB㎜geの根を乾燥したものであり中国の民間薬として古
来から広く利用されている。この漢方薬の成分について古くから広範な研究がなされラ多数の成分
の化学構造が明かにされている。しかしこれら単離されている成分の生理作用からだけでは元の漢
方薬の示す薬効を十分に説明できずヨ研究に用いられている丹参は採集した櫃物を長時日直射日光
などにさらして製造しているため二次的な変化を受けている可能性があり冒また本来の成分が分解
し消失してしまっている可能性もある。著者は上記物質の前駆体に相当する物質および新規の活性
物質を求めて新鮮な∫脇倣附肱αの根にっいてヨ制癌性を指標にして研究を行っている。
　第一章では新規物質nOrsa1v1ox1de，sa1vio1one。およびmi1tipo1oneの単離1構造決定にっいて述
べている。中国大遵で採集され害直ちにメタノールで抽出した丹参の粗抽出エキスから3種類の新
物質を得た。これらの物質はいずれもメラノーマ培養細胞に対して細胞毒性を示していたが事特に
miltipO1㎝eは極めて強い活性0．O03μg／捌を有していた。Norsalvioxideは高分解能質量スペクトル
からC。。H。。○。の分子式が与えられ昏特異なジテルペンであることを示していた。赤外線スペクトル
は3500－3100㎝一に水酸基の存在を示し害またカルボニル基は存在していなかった。13Cスペクトル
及びUVスペクトルからフェノールグループの存在が明かになりヲさらに1H－1Hおよび13C－1H　COSY
スペクトルから水素原子と炭素原子の結合様式が解明されヲまたCOLOCスペクトルで2箇の脂肪
族メチル基が同一の四級炭素原子に結合していることが見いだされ事架橋工一テル原子団を有する
nOrSa1ViOXideの構造が決定した。
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　Sa1vio1㎝e（Cユ。H。。O。）もまたノルジテルペンでありヨ1630㎝■1という著しい低波数の赤外吸収お
よび高磁場（179．9ppm）のシグナルから高度共役系に関与しているカルボニル基の存在ヨまた低磁
場（7．95および8．05）プロトンシグナルから特殊な芳香族系官能基の存在などが分かった。高磁場
側に現われるシグナルからAr－CH。一CHガCH。一CMe。一の原子団の存在が明になりベンゾトロポロン
核を有する構造が解明された。
　Mi1tipo1one（C。。H。。○。）の赤外スペクトルは高度に水素結合した水酸基（3300㎝凹1）ヨまたδ171．97
および1620㎝一に特殊なカルボニル基の存在を示唆していた。7本の低磁場シグナル（δ120－172）
が王3C－NMRに現われ，2本のプロトンシグナル（7．28ラ7．40ppm）および芳香族メチルシグナル
（2．42）からトロポロングループが存在することが明かになりラまた高磁場側のプロトンNMRシグ
ナルが篶OrSalViOX1deのそれとよく一致することなどから架橋工一テル原子団の存在が明かになり
m趾ipo1㎝eの全構造が決定された。
　第二章には丹参から新たに発見されたジテルペン誘導体冒m肚ido1ヨsecod1a1dehydeラabietatrieneラ
およびiSOmanOO1などの構造について記載されておりヨまた第三章では上記丹参の成分およびシソ
科植物のジテルペンの生合成について議論しヨmi1tipo1㎝eがnorsa1vioxideおよびsa1vio1㎝eの生合
成の重要な中間体であると述べている。
審　　査　　の　　要　　旨
　漢方薬丹参の成分については広範に研究が成されているが、元の植物を太陽光にさらすなどした
試料についてなされているため得られている物質はオリジナルの植物に含まれているものが変化し
てしまっている可能性もある。著者は新鮮な試料について成分研究を行い制癌作用の極めて高いジ
テルペン類を単離し雪それらの化学構造を明かにしている。それらのうち二種類はトロポロン核を
有する特異な構造を有していた。トロポロン核を有する天然物は今までモノテルペンおよびセスキ
テルペンに限られていたが、植物界にジテルペノイドトロポロンの存在が明かになったのは構造化
学的だけでなく生合成的にも重要な成果であると高く評価される。
　よって曾著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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